
四谷法人会会員のひろば

役員研修会

　

講
師　

A
N
A
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

　
　
　
　

取
締
役
会
長　

片
野
坂　

真
哉 

氏

　

今
年
の
全
国
大
会
は
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
１
７
０
０
を
超
え
る
会
員
が
参
集
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
式
典
で
は
、
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
の
報
告
、

青
年
部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動
の
報
告
が
行
わ
れ
、
わ
れ

わ
れ
法
人
会
は
、「
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
」、

「
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
」
等
を
中
心
と
す
る
「
税

制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
の
実
現
を
強
く
求
め
、「
中
小
企
業

は
人
手
不
足
が
深
刻
化　

き
め
細
か
な
税
財
政
上
の
支
援
が

必
要
」
と
の
大
会
宣
言
を
行
い
、
第
１
部
式
典
は
閉
会
し
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
第
２
部
記
念
講
演
で
は
、
A
N
A
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
取
締
役
会
長　

片
野
坂
真
哉
氏
が
、「
新
型
コ

ロ
ナ
禍
で
大
打
撃
を
受
け
た
航
空
業
界
・
危
機
下
の
経
営
戦

略
を
語
る
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
全
国
の
法
人
会
で
地
元
選
出
の
国
会
議
員
等
に
対

す
る
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
来
年
は
高
知
県
に
て

開
催
予
定
で
す
。

<

令
和
７
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン>

〇
「
金
利
の
あ
る
世
界
」
が
到
来
。
新
た
な
財
政
再
建
目

標
の
策
定
を
！

〇
企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を
抑
制
し
、
経
済
成
長

を
阻
害
し
な
い
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！

〇
人
手
不
足
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、
中
小
企

業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
を
！

〇
中
小
企
業
は
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手
。
本
格
的
な

事
業
承
継
税
制
の
創
設
を

福
利
厚
生
制
度
及
び
会
員
増
強
推
進
会
議

日　

時　

令
和
6
年
10
月
28
日
（
月
）
午
後
5
時
～

会　

場　

リ
ス
ト
ラ
ン
テ　

ベ
ニ
ー
レ
ベ
ニ
ー
レ

参
加
者　

40
名

　

法
人
会
が
「
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
」
を
創
設
し
て

令
和
３
年
に
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
年
は
「
福
利
厚
生

制
度
加
入
企
業
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン“Challenge100

“

」

の
2
年
目
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
四
谷
法
人
会
は
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
推
進
と
会
員
増
強
に
向
け
て
、
支
部
長
、
厚
生
共
益

委
員
・
組
織
委
員
、
理
事
で
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

推
進
会
議
は
、
内
堀
組
織
委
員
会
担
当
副
会
長
か
ら
会
員

増
強
の
意
義
・
目
標
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
有
馬
厚
生
共

益
事
業
委
員
長
か
ら
福
利
厚
生
事
業
の
意
義
・「
福
利
厚
生
制

度
加
入
企
業
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン“Challenge100

“

」
推
進

策
等
の
説
明
、
福
利
厚
生
制
度
受
託
会
社
の
大
同
生
命
保
険
、

A

 

I

 

G
損
害
保
険
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
推
進
状
況
等
の
説
明
が
あ
り
、
役
員
と
保
険
各
社
の
推

進
員
が
一
丸
と
な
っ
て
福
利
厚
生
制
度
の
推
進
と
会
員
増
強

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

役
員
研
修
会

日　

時　
　

令
和
6
年
10
月
21
日
（
月
） 

午
後
５
時
～

場　

所　
　

銀
座
ア
ス
タ
ー
お
茶
の
水
賓
館

参
加
者
　
　
21
名

　
例
年
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
役
員
管
外
研
修
は
諸
般
の
事

情
に
よ
り
、
都
内
に
お
け
る
役
員
研
修
会
・
懇
親
会
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
元
四
谷
税
務
署
長
矢
田
公
一
氏
を
お
招
き
し
て
、

「
税
務
人
生
を
振
り
返
っ
て
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
ま
で
の
経
験
に
培
わ
れ
た
興
味
深
い
お
話
を
拝
聴

し
、
大
変
意
義
あ
る
も
の
で
し
た
。

　

講
演
後
は
、
中
華
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
盛
り
上
が
り
、

一
層
の
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

令
和
６
年
分 

年
末
調
整
研
修
会

日　

時　
　

　

令
和
6
年
11
月
5
日
（
火
）
午
前
10
時
～
12
時

   

令
和
6
年
11
月
5
日
（
火
）
午
後
2
時
～
4
時

   

令
和
6
年
11
月
6
日
（
水
）
午
前
10
時
～
12
時

会　

場　

新
宿
歴
史
博
物
館　

２
階
講
堂　
　
　

 

内
容
・
講
師

　

⑴
年
末
調
整
の
し
か
た

　
　

四
谷
税
務
署
法
人
課
税
第
3
部
門　

佐
藤
上
席

　

⑵
法
定
調
書
の
作
成

　
　

四
谷
税
務
署
管
理
運
営
部
門　

萩
原
徴
収
官

　

⑶
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成

　
　

新
宿
区
役
所　

総
務
部
税
務
課　

担
当
官

参
加
者
数　

計
１
６
５
名

　

令
和
3
年
以
降
、
行
動
様
式
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
例
年

実
施
し
て
き
ま
し
た
四
谷
税
務
署
・
新
宿
区
役
所
共
催
の
大

規
模
集
合
方
式
に
よ
る
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
な
い
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
令
和
6
年
分
所
得
税
の
定
額
減
税
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
四
谷
法
人
会
と
し
て
会
員
、
四
谷
税
務
署
管

内
の
法
人
向
け
に
「
令
和
６
年
分
年
末
調
整
研
修
会
」
を
11

月
5
日
午
前
、
午
後
、
6
日
午
前
の
３
回
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
は
ま
ず
、
年
末
調
整
の
し
か
た
に
つ
い
て
、
四
谷

税
務
署
法
人
課
税
第
３
部
門
佐
藤
上
席
か
ら
「
令
和
６
年
分

　

年
末
調
整
の
し
か
た
」（
国
税
庁
）
に
よ
り
、
改
正
、
間
違

い
易
い
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
重
点
に
分
か
り
や
す
く
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
法
定
調
書
の
作
成
に
つ
い
て
、
四
谷
税
務
署
管
理

運
営
部
門
萩
原
徴
収
官
か
ら
「
令
和
６
年
分　

給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
」（
国
税

庁
）
に
よ
り
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
、
新
宿
区

役
所
総
務
部
税
務
課
の
担
当
官
か
ら
「
給
与
支
払
報
告
書
の

作
成
と
提
出
に
つ
い
て
」（
新
宿
区
）
に
よ
り
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

厚
生
共
益
事
業
委
員
会

第
19
回
屋
形
船
の
会

日　

時　

令
和
6
年
9
月
5
日
（
木
）
午
後
6
時
出
航

行　

程　
浅
草
橋
→
隅
田
川
→
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
→
お
台
場
→
浅
草
橋

参
加
者　

47
名

　

今
年
で
19
回
目
と
な
る
夏
の
風
物
詩
「
納
涼
屋
形
船
」
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
平
成
29
年
以
来
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

暑
さ
厳
し
い
9
月
5
日
午
後
6
時
、
屋
形
船
は
浅
草
橋
を

出
航
し
て
隅
田
川
を
下
り
、
築
地
と
豊
洲
の
新
旧
市
場
脇
を

通
り
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
潜
っ
て
お
台
場
に
。

　

お
台
場
で
は
多
く
の
方
が
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
に
出
て
海
か
ら

の
夜
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。
夏
の
夜
、
美
味
し
い
料
理
と
お

酒
と
ビ
ン
ゴ
で
盛
り
上
が
り
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
40
回
法
人
会
全
国
大
会
（
鹿
児
島
県
大
会
）

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
固
ま
る

日　

時　

令
和
6
年
10
月
3
日
（
木
）

会　

場　

城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島

参
加
者　

６
名

第
１
部
式
典　

税
制
改
正
提
言
、
租
税
教
育
活
動
の
報
告

第
２
部
記
念
講
演

　

演
題　
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
大
打
撃
を
受
け
た
航
空
業
界
・

危
機
下
の
経
営
戦
略
を
語
る
」

四谷法人会トピックス

1415

福利厚生制度及び会員増強推進会議 第 19 回屋形船の会 令和 6 年分年末調整研修会　　　　  第 40 回法人会全国大会  （鹿児島大会）
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〈中級簿記講座〉
日付 参加人数

11 月 19 日 8 名
11 月 22 日 7 名
11 月 27 日 8 名

 会場：法人会

日　付 活　　　動 場　　　所 参加人数

本　部　活　動

9 月 5 日 屋形船の会 鈴木屋 47 名
9 月 26 日 第 3 回理事会　 東京貨物運送健保会館 36 名
9 月 26 日 正副会長会 東京貨物運送健保会館 7 名
9 月 26 日 正副会長監事と署幹部との意見交換会 銀座アスターお茶の水賓館 13 名

10 月 21 日 役員研修会 銀座アスターお茶の水賓館 21 名
10 月 22 日 中間監査 法人会 4 名
10 月 28 日 福利厚生制度及び会員増強推進会議 ベニーレベニーレ 40 名
10 月 28 日 福利厚生制度及び会員増強推進会議懇親会 ベニーレベニーレ 36 名
11 月 7 日 四谷税務署長納税表彰式 明治記念館 21 名

11 月 11 日 第 4 回理事会 東京貨物運送健保会館 36 名
11 月 11 日 正副会長会 東京貨物運送健保会館 ８名
11 月 13 日 税の作品展 (11/11 ～ 1/15）見学会 新宿区役所 3 名

部
　
　
会
　
　
活
　
　
動

女　 性　 部　 会

9 月 19 日 役員会 法人会 ９名
9 月 19 日 絵はがきコンクール 1 次選考 法人会 9 名
9 月 30 日 絵はがきコンクール 2 次選考 法人会 11 名
10 月 9 日 役員会 法人会 11 名

10 月 13 日 女性部会四谷大好きまつり出展 コモレ四谷 121 名
11 月 11 日 絵はがきコンクール表彰式 牛込仲之小学校 3 名
11 月 11 日 絵はがきコンクール表彰式 鶴巻小学校 4 名
11 月 11 日 絵はがきコンクール表彰式 四谷小学校 5 名
11 月 15 日 絵はがきコンクール表彰式 愛日小学校 5 名
11 月 18 日 絵はがきコンクール表彰式 江戸川小学校 4 名
11 月 18 日 絵はがきコンクール表彰式 東戸山小学校 8 名
11 月 19 日 絵はがきコンクール表彰式 四谷第六小学校 5 名
11 月 25 日 絵はがきコンクール表彰式 市谷小学校 4 名
11 月 25 日 絵はがきコンクール表彰式 早稲田小学校 3 名

ビルマンション
 経営者（BM) 部会

9 月 10 日 役員会 法人会 15 名
9 月 26 日 実務研修会 新宿歴史博物館 15 名

10 月 30 日 武蔵野法人会不動産賃貸経営専門部会との交流会研修会 新宿末廣亭 21 名
10 月 30 日 武蔵野法人会不動産賃貸経営専門部会との交流会懇親会 やまと 楽 26 名
11 月 13 日 役員会 法人会 11 名

青　 年　 部　 会

9 月 9 日 全体会議 法人会 24 名
10 月 2 日 秋期四青会 キングフィールズゴルフクラブ 17 名

10 月 28 日 役員会 法人会 15 名
11 月 1 日 租税教育用下敷配布 牛込第二中学校 5 名
11 月 6 日 全国青年の集い福井大会（～ 8 日） コートヤード・バイ・マリオット福井、サンドーム福井 3 名

11 月 11 日 青年部会クリアソン新宿ゲーム観戦 国立競技場 3 名
11 月 12 日 租税教育用下敷配布・出立式 管内中学校・四谷税務署 12 名
11 月 15 日 下敷配布慰労会 山水園 9 名
11 月 27 日 東京国税局表敬訪問 東京国税局 3 名

女性部会・BM 部会・青年部会 11 月 26 日 三部会合同税務研修会 新宿歴史博物館 29 名

源 泉 部 会
9 月 25 研修会 法人会 18 名

10 月 24 日 研修会 法人会 17 名
11 月 6 日 研修会 新宿歴史博物館 47 名

ク リ ー ニ ン グ 部 会
10 月 10 日 役員会 法人会 7 名
11 月 20 日 クリーニング部会総会・研修会・懇親会 法人会・八千代別亭 13 名

委　　員　　会

9 月 13 日 組織委員会 法人会 10 名
9 月 13 日 厚生共益事業委員会 法人会 11 名
9 月 19 日 税制税務委員会 法人会 9 名
9 月 20 日 電子化推進委員会 法人会 12 名

10 月 30 日 広報委員会 法人会 7 名
11 月 21 日 公益事業委員会 法人会 7 名

支　　　部　　　活　　　動 11 月 5 日 第 15 支部役員会 心技亭 6 名

研修会・講演会

11 月 5 日 年末調整研修会（午前） 新宿歴史博物館 30 名
11 月 5 日 年末調整研修会（午後） 新宿歴史博物館 67 名
11 月 6 日 年末調整研修会（午前） 新宿歴史博物館 68 名

11 月 14 日 救命講習　救命入門コース 四谷消防署 22 名
11 月 21 日 税を考える週間特別講演会 新宿歴史博物館 30 名

サークル活動〈サークルピカケ〉
日付 参加人数 会場
9 月 13 日 7 名 四谷保健センター

10 月 11 日 7 名 四谷スポーツスクエア
11 月 8 日 7 名 四谷スポーツスクエア

〈決算法人説明会〉
日付 参加人数
9 月 18 日 43 名

10 月 16 日 17 名
会場：新宿歴史博物館

〈新設法人説明会〉
日付 参加人数

10 月 17 日 4 名
会場：四谷税務署

〈法人税申告書の書き方講座〉
日付 参加人数
9 月 2 日 19 名
9 月 4 日 16 名
9 月 9 日 19 名

9 月 11 日 21 名
　　　　    　 会場：法人会

〈法人税実務基礎講座〉
日付 参加人数

10 月 22 日 36 名
11 月 13 日 37 名
11 月 20 日 37 名

会場： 新宿歴史博物館

〈初級簿記講座〉
日付 参加人数
9 月 3 日 19 名

9 月 12 日 19 名
9 月 19 日 21 名
9 月 27 日 15 名
10 月 2 日 18 名
10 月 8 日 20 名

10 月 11 日 18 名
10 月 18 日 18 名
10 月 23 日 20 名
10 月 29 日 16 名

会場：法人会
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四谷法人会トピックス
テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
の
未
来
を
創
る
税
金
」

大
新
宿
ま
つ
り
協
賛

「
２
０
２
４
四
谷
大
好
き
祭
りin

コ
モ
レ
四
谷
」
に
参
加

日　

時　

令
和
6
年
10
月
13
日
（
日
）

会　

場　

コ
モ
レ
四
谷

参
加
者　

１
２
１
名

　

10
月
13
日
、
四
谷
法
人
会
女
性
部
会
は
、
社
会
貢
献
を
目
的

と
す
る
事
業
と
し
て
、
四
谷
地
域
に
あ
る
11
商
店
会
が
協
力
・

中
心
と
な
り
開
催
す
る
地
域
活
性
化
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
四
谷

大
好
き
祭
りin

コ
モ
レ
四
谷
」に
今
年
は
じ
め
て
出
展
し
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
の
未
来
を
創
る
税
金
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
供
た
ち
に

「
絵
本
づ
く
り
」「
紙
芝
居
」
を
通
し
て
納
税
意
識
と
税
金
の
使

い
道
を
知
っ
て
も
ら
う
企
画
を
実
践
し
、
総
勢
１
０
０
名
の
子

供
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
会
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
、
令
和
2
年
1
月

の
「
ま
ち
の
先
生
見
本
市
」
以
来
の
出
展
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
忙
し
い
な
か
、
四
谷
税
務
署
か
ら
高
岡
署
長
、
千
葉

副
署
長
、
玉
木
統
括
官
ほ
か
多
く
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
イ
ー
タ
君
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
部
会
実
務
研
修
会

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
保
険
は
経
営
者
の
必
須
科
目
‼

　

　　
～
成
長
戦
略
と
し
て
の
リ
ス
ク
管
理
と
保
険
手
配
～　
　

講　

師　

Sunnyforest　

森
島　

知
文　

氏

日　

時　

令
和
6
年
9
月
26
日
（
木
）

会　

場　

新
宿
歴
史
博
物
館　

2
階
講
堂

参
加
者　

15
名

　

9
月
26
日
（
木
）、
ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
部
会
で
は
、
新

宿
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
、
講
師
にSunnyforest

森
島
知
文

氏
を
お
招
き
し
て
、「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
保
険
は
経
営
者

の
必
須
科
目
～
成
長
戦
略
と
し
て
の
リ
ス
ク
管
理
と
保
険
手
配

～
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
的
な
手
法
、
ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営

者
に
と
っ
て
「
耐
震
補
強
と
休
業
損
を
補
償
す
る
地
震
保
険
」
は

必
須
、
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
、
最
後
に
、
保
険
を
成
長
戦

略
と
捉
え
る
こ
と
と
提
言
さ
れ
、本
日
の
お
話
を
締
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
部
会

公
益
社
団
法
人
武
蔵
野
法
人
会
不
動
産

賃
貸
経
営
専
門
部
会
と
の
交
流
会

日　

時　
　

令
和
6
年
10
月
30
日
（
水
）

会　

場　
　

新
宿
末
廣
亭
・
や
ま
と 

楽

参
加
者　
　

21
名
・
26
名

　

ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
部
会
で
は
、
令
和
６
年
10
月
30
日

（
水
）
に
、
武
蔵
野
法
人
会
不
動
産
賃
貸
経
営
専
門
部
会
様
と

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

不
動
産
関
連
の
部
会
は
武
蔵
野
法
人
会
と
四
谷
法
人
会
に
し
か

無
い
と
い
う
縁
も
あ
り
、
毎
年
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
四
谷
法
人
会
が
幹
事
と
な
り
、
四
谷
管
内
の
名
所
の
ひ
と
つ
で
あ

る
歴
史
あ
る
「
新
宿
末
廣
亭
」
に
て
、
落
語
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
噺

家
や
芸
人
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
な
話
術
や
芸
に
感
心
し
、
と
て
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
第
二
部
で
は
、
同
じ
く
新

宿
三
丁
目
の
活
水
料
理
「
や
ま
と 
楽
」
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。　

同
じ
不
動
産
業
界
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
歓
談
を
通
じ

て
互
い
の
情
報
交
換
や
仕
事
の
悩
み
な
ど
、
同
業
者
な
ら
で
は
の

普
段
な
か
な
か
機
会
の
な
い
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有

意
義
で
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
ま
し
た
。

 ビルマンション経営者部会実務研修会
武蔵野法人会不動産賃貸経営
専門部会との交流会 四谷大好き祭り in コモレ四谷

支部 法　　人　　名 代　表　者 業　　種
４ ㈱河出書房新社 小野寺　優 出版業
７ ㈲エンジェル・アドバイザー 武内　隆明 コンサルタント
13 ㈱コインパーク 富田　栄造 時間貸駐車場

支部 法　　人　　名 代　表　者 業　　種
16 ㈱ Office Anna Jun　 富岡　光子 芸能事務所
21 ㈱ガレージ松井 松井　　剛 宿泊業、その他
23 ガードセキュリティサービス㈱ 石毛　英範 警備業

　新入会員名簿　2024 年 9 月〜 11 月

四谷法人会会員のひろば



　 　　　　　     令和 7 年新年賀詞交歓会　　　　　　　      　　　　　　　　　　　
　   日　時：令和 7 年 1 月 30 日（木）午後 6 時開会（受付開始午後 5 時 30 分）
　会　場：アルカディア市ヶ谷　３階富士の間　（千代田区九段北 4-2-25　☎ 03-3261-9921）
　会　費：お一人 10,000 円（1 月 20 日までにお振込みください）
　　　　　＜令和 6 年 8 月以降加入の新入会員の方、１名様無料（再加入の会員は除く）＞　  
　お申込：1 月 15 日までにお申し込みください。
　　　　　FAX（3356-8197）またはメール（info@yotsuya-houjinkai.or.jp）で参加申込書をお送
　　　　　りください。
　　　　　詳しくは、四谷法人会事務局にお問い合わせください。

◆公益事業委員会主催◆
     　　　　　  令 和 6 年 度 特 別 講 演 会　　　　　　 　
　　　日　時：令和 7 年 2 月 21 日（金） 午後 2 時 30 分～ 4 時
　会　場：新宿歴史博物館　２階講堂（新宿区四谷三栄町 12-16　☎ 3359-2131）
　演　題：多発する異常気象と天気予報の活用
　講　師：気象予報士・防災士　岩谷　忠幸 氏
   定　員：６０名（先着順で締め切らせていただきます）
　参加費：無　料
　お申込：２月７日までにお申し込みください。
　　　　　FAX（3356-8197）またはメール（info@yotsuya-houjinkai.or.jp）で申込書をお送りください。

     　　　　    未使用タオルご提供のお願い　　　　　　 　
　　今年も、新宿社会福祉協議会へ未使用タオルを寄付いたしたく、ご協力をお願いいたします。
　四谷法人会事務局へ直接お持ちいただくか、宅配便等でお送りください。
　また、新年賀詞交歓会当日、会場においてもお預かりいたします。　
　公益社団法人四谷法人会 〒 160-0008 新宿区四谷三栄町 11-2 ☎ 3351-2334

◆四谷法人会・四谷間税会共催◆
　　　　　　 （仮称）相続に関する税務研修会　　　　　　
　日　時：令和 7 年 2 月 13 日（木）午後 2 時～
　場　所：新宿歴史博物館　２階講堂（新宿区四谷三栄町 12-16　☎ 3359-2131）
　定　員：６０名（先着順で締め切らせていただきます）
　参加費：無料
　講　師：税理士　柴原　一 氏（東京税理士会四谷支部所属）
　内　容：後日、ご案内させていただきます。

                           生活習慣病健康診断                           
　四谷法人会では、人間ドック形式による生活習慣病健康診断を実施しております。
　時間も約 2 時間と短時間で効率よく受診することができます。
　日　時：令和 7 年 2 月 26 日（水）、27 日（木）
　会　場：東京貨物運送健保会館
　内　容：詳細については、12 月上旬にご案内させていただいております。

 四谷法人会からのお知らせ
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地域の話題・くらしの知識

　
よ
つ
や
健
康
お
届
け
隊
　
睡
眠
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

睡眠を見直してみませんか
冬場は日が落ちるのも早いですね。日長時間の短い冬季には身体が必要とする睡眠
時間も夏場に比べて10～40分ほど長くなるそうです。
夜の長いこの時期、睡眠を見直して身体の声に耳を傾けましょう。

就寝２時間前からは身体の
リラックスタイムを

・入浴はなるべく就寝２時間前までに。
遅くなる時は熱い湯にはつからない。

・寝る前のVDT機器の使用は控える。

・就寝前の激しい運動は避ける

・タバコやカフェインは控える。

・お酒は量が増えると睡眠を浅くします。

朝は光を浴びて、
体内時計をリセット６５歳以上の高齢世代の寝すぎにご注意！

１日の床上時間は８時間以内に

加齢とともに身体が必要とする睡眠時間は短くなり
ます。
眠れないからといって寝床にいる時間が増えると、
健康リスクが上がるという報告があります。
昼寝を含めて、寝床にいる時間は８時間以内にしま
しょう。

日中は適度に体を動かしましょう

働く世代の睡眠時間は６～８時間を目標に
身体に必要な睡眠時間が取れないと、免疫の低下や肥満・生活習慣病・メン
タル不調などの健康リスクが上がることがわかっています。
また、自損事故や追突事故を起こした運転者では、夜間睡眠時間が６時間未
満の運転者の割合が高いことも示されています。
時間だけではなく睡眠によって「良く休めた感じを得る」ことも重要です。

冬場は日が落ちるのも早いですね。日長時間の短い冬季には身体が必要とする睡眠

参考：健康づくりのための睡眠ガイド2023
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満の運転者の割合が高いことも示されています。
時間だけではなく睡眠によって「良く休めた感じを得る」ことも重要です。

一般財団法人 全日本労働福祉協会
TEL：03-5767-1714 FAX：03-5767-1710 URL：httpｓ://zrf.or.jp/
四谷法人会様主催の生活習慣病健康診断を実施しております。
皆様の受診をお待ちしております。

併せて、保健指導、健康セミナー・健康相談等お気軽にご相談ください。

冬場は日が落ちるのも早いですね。日長時間の短い冬季には身体が必要とする睡眠

参考：健康づくりのための睡眠ガイド2023
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昼寝を含めて、寝床にいる時間は８時間以内にしま
しょう。

日中は適度に体を動かしましょう

働く世代の睡眠時間は６～８時間を目標に
身体に必要な睡眠時間が取れないと、免疫の低下や肥満・生活習慣病・メン
タル不調などの健康リスクが上がることがわかっています。
また、自損事故や追突事故を起こした運転者では、夜間睡眠時間が６時間未
満の運転者の割合が高いことも示されています。
時間だけではなく睡眠によって「良く休めた感じを得る」ことも重要です。

冬場は日が落ちるのも早いですね。日長時間の短い冬季には身体が必要とする睡眠

参考：健康づくりのための睡眠ガイド2023



　ころばぬ先の杖。何か気になったときは決定する「前」に、印鑑を押す「前」に、気楽にご相談下さい。
会員への無料法律相談（30分間）

お電話でご予約いただきご来所下さい。秘密は何人にも厳守します。
TEL  03-3341-4155   URL http://www.bengoshi-kanto.com　新宿区四谷 3-8-9　三井ビル 6F
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Q精神疾患により休職して
いた従業員から復職の申

出があった時に、リハビリ勤務
を行うことがあるようですが、
リハビリ勤務というのは、どの
ような勤務なのですか。

Aリハビリ勤務（試し出勤）
というのは、職場に試験

的に一定期間継続して出勤する
という勤務のことをいいます。
☆　リハビリ勤務は、具体的な
職場復帰決定の手続きの前に、
その判断等を目的として行なう
もので、厚生労働省も本格的な
職場復帰の前段階として推奨し
ている制度なのです。

Qリハビリ勤務について
は、法律上の規定があ

るのですか。

A法律上の規定というもの
はありません。

☆　リハビリ勤務については、
法律上の規定はなく、その具体
的な内容は、就業規則において
定められるものなのです。
　その就業規則の例として次の
ようなものがあります。
　　第○○条（リハビリ勤務）
１．社員からの復職の申出はあっ
たが、完治が確認されず、主
治医および産業医により、一
部就労可能と判断され、通常
勤務への復職の可否に検討
を要すると認められる場合、
２ヶ月を限度としてリハビリ勤
務を認めることがある。

２．リハビリ勤務は、同一の
休職につき、原則として１
回限りとする。

３．リハビリ勤務期間中の業
務内容、勤務時間、賃金等
は主治医および産業医の意
見を踏まえて、所属長との
協議により会社が定める。

４．通常勤務への復職の可否

は、リハビリ勤務期間中の
業務遂行状況、主治医の意
見、産業医の意見を総合的
に勘案して判断する。

５．リハビリ勤務期間を満了
しても通常勤務に復帰でき
ない場合、翌日から休職を
継続するか残日数がない場
合には自然退職とする。な
お、休職期間の残日数は、
第×条に準じる。

６．リハビリ勤務期間中は休
職期間に通算しない。

Qリハビリ勤務は、どのよう
な役割を果たすのですか。

A精神疾患により休職した従
業員の復職直後の負荷を

軽減し、段階的に元の職務に復
帰することにより、職場復帰を支
援し、復帰後の再発を防止すると
いう役割を果たし、精神疾患によ
り休職した従業員が職場復帰が
可能な程度にまで回復しているか
を確認する役割を果たします。
☆　精神疾患の回復程度を判
断するのは非常に難しく、また、
日常生活が送れる程度と職場復
帰が可能な程度には大きな差が
ある場合もあります。
　そのため、主治医による診断書
に職場復帰可能と記載されてい
ても、その判断は必ずしも職場で
求められる業務遂行能力まで回
復しているとの判断とは限らず、
実際は職場復帰が可能な程度に
回復しているとは到底言えない状
態であることも珍しくありません。
　十分に回復していない状態で
復職した場合、再び休職が必要
になるケースが多く、本人はさ
らに症状を悪化させてしまうこ
ともあるのです。
　そのような状況に陥らないた
めにも、リハビリ勤務の期間内
に、本当に職場復帰が可能な程

度まで回復しているかを慎重に
見極める必要があるだけでなく、
実際に復職が可能であるか、本
人に確認させる機会を与える必
要もあるのです。

Qリハビリ勤務実施の終了
後、復職の判断は、どの

ように進めていくのですか。

A復職の可否について、リハ
ビリ勤務中の勤務状況、主

治医の意見、産業医の意見など
を総合的に勘案して、会社が最
終的な判断を下すことになります。
☆　リハビリ勤務を実施した結
果、職場復帰に問題ないと判断
できれば、復帰させることがで
きますが、復職には早計で通常
勤務に復帰できないと判断され
れば、再び休職（療養）を指示
することになります。
　職場復帰が困難であると判断
されれば、自然退職又は解雇と
して扱うことになります。

Qリハビリ勤務実施時の賃
金の扱いはどのようにし

たらよいのですか。

Aリハビリ勤務期間中の業務
内容、勤務時間、賃金等

は主治医及び産業医の意見を踏
まえて、所属長との協議により会
社が定めるというのが一般的なの
ですが、試し出勤で会社側の指
揮命令のもとに会社の業務を行
わせた場合は、労務の提供が行
われたとみなされ、賃金を支払う
必要があるということになります。
　リハビリ勤務で簡単な業務や
時短での業務などに限定したと
しても、会社の賃金規程の定め
に則って支払う必要があること
になります。
　リハビリ勤務についての就業規
則の規定があるのであれば、その
定めるところに従って処理するこ
とになります。
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